
経済産業省省がオンライン動画学習サービス「schoo（スクー）」とコンテンツで連携  

“クールジャパン”  を徹底議論論する、無料料のオンライン⽣生放送授業を開講  
  

インターネット⽣生放送を活⽤用したコミュニケーション型動画学習サービス「schoo（スクー）  

WEB-‐‑‒campus」を運営する株式会社スクー(本社:東京都渋⾕谷区、代表取締役:森健志郎郎、以下ス

クー)は、経済産業省省  商務情報政策局  メディア・コンテンツ課と共同で「クールジャパンの現

場に迫る」をテーマとした議論論型授業を、2015 年年 1 ⽉月 11 ⽇日（⽇日）20 時より、⽣生放送で開講

す る 。 オ ン ラ イ ン で 繰 り 広 げ ら れ る 議 論論 に は 、 ス ク ー 上 の チ

ャットを通じて、だれでも無料料で参加することが可能。  

  

■	 ベンチャー企業経営者などが徹底議論論、ファシリテーターは津⽥田⼤大介⽒氏  

経済産業省省  商務情報政策局  メディア・コンテンツ課は、実際の現場で“クールジャパン”が、ど

のように実施されているのか？⽇日本企業が今後も世界で戦い続けるためには何が必要なのか？

といったことを有識識者と⼀一緒に議論論できる授業を、スクーにて開講する。同社のコミュニケー

ション型動画学習サービスの強みを活かして、⽣生放送中は、受講者である国⺠民たちの声をリア

ルタイムに集める。ファシリテーターとなるのは、メディア・アクティビストの津⽥田⼤大介⽒氏。  

  

カリキュラムは１限⽬目・２限⽬目の２部構成で、１限⽬目では、経産省省メディア・コンテンツ課  係

⻑⾧長をはじめ、⽇日本のコンテンツを使⽤用した海外進出の⽀支援を⾏行行う J-‐‑‒LOP 事務局次⻑⾧長、さらには

ベンチャー企業経営者やマクロエコノミストなどの有識識者が、⽇日本企業のグローバル展開のこ

れからについて議論論を⾏行行う。続く２限⽬目では、実際に⽇日本のコンテンツを利利⽤用して海外進出プ

ロジェクトを⾏行行った担当者が登場し、ファシリテーターの津⽥田⼤大介⽒氏との公開インタビューを

この情報は 2015 年年 1⽉月 6⽇日（⽕火）AM10:00 公開です。それ以前の情報公開はご遠慮ください  

  



⾏行行う。  

  

-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  

2015 年年 1 ⽉月 11 ⽇日（⽇日）  

緊急⽣生放送！“クールジャパン”の現場に迫る！  

【１限⽬目】徹底議論論！世界に挑む⽇日本企業とこれから（20:00~∼21:00）  

【２限⽬目】⽇日本発コンテンツビジネスに学ぶ、世界進出から⾒見見えたもの（21:20~∼22:20）  

https://schoo.jp/campaign/2015/cool_̲japan    

  

  
-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  

※	 ⽣生放送授業の受講には「スクー」への登録（無料料）が必要です  

  

schoo（スクー）代表の森は「⽇日本⼈人が⾃自分の意⾒見見で議論論するための⼿手法を学ぶ機会は少ない。

グローバルで戦っていける⼈人材を養成するためにも、こうしたディスカッションのスキルが⾝身

につく思考の場を提供したいと考えていた。誰もが聞いたことのある“クールジャパン”というキ

ーワードは、今の⽇日本⼈人の共通話題。⽇日本だけでなく世界で通⽤用する、ディスカッション⼈人材

を育てるのが狙い」と話す。  

  

  

■	 ⽣生放送で議論論に参加する、１２⼈人の先⽣生  

１限⽬目「徹底議論論！世界に挑む⽇日本企業とこれから」に登壇する先⽣生は、以下のとおり。  

  

ファシリテーター：津⽥田⼤大介  

学⽣生代表（進⾏行行アシスタント）：松澤千晶  



論論客：  

板橋優樹（経産省省メディア・コンテンツ課  係⻑⾧長）  

槙⽥田寿⽂文（特定⾮非営利利活動法⼈人  映像産業振興機構  事務局次⻑⾧長）  

⻑⾧長井延裕（クールジャパン機構  エグゼクティブディレクター）  

崔真淑（マクロエコノミスト）  

⽇日下部祐介（スマートエデュケーション  CFO/取締役）  

杉浦太⼀一（株式会社 CINRA   代表取締役）  

  

１限⽬目では、国の⽀支援をしている／されている⽴立立場、現場で海外展開を進める⽴立立場、世界で活

躍できるクリエイターを育てる⽴立立場、世界の経済的動向をみる⽴立立場など、それぞれの視点から、

現状の⽇日本や政策などについて建設的な議論論を⾏行行い、受講⽣生からの⾃自由な疑問などに答えてい

く。  

  

-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  

  

２限⽬目「⽇日本発コンテンツビジネスに学ぶ、世界進出から⾒見見えたもの」に登壇する先⽣生は以下

のとおり。  

  

⼀一⾊色淳之介（株式会社 F1 メディア   取締役）  

外川明宏（株式会社トーハン   海外事業部   マネジャー）  

  

２限⽬目では、⽇日本のコンテンツの海外発信・展開を⽀支援する「ジャパン・コンテンツ  ローカラ

イズ＆プロモーション⽀支援助成⾦金金（J-‐‑‒LOP）」を活⽤用し、海外進出を⾏行行ったプロジェクトを具体

的に紹介。海外展開を⾏行行うにあたっての戦術や、⽇日本企業に必要なマインドについて話し、オ

ンラインの受講⽣生からもリアルタイムで意⾒見見を受け付けていく。  

  

  

■  schoo  WEB-‐‑‒campus とは?     http://schoo.jp/  

株式会社スクーが運営する、「インターネット⽣生放送」を活⽤用した実名制リアルタイム動

画学習サービス。現在約 12 万⼈人の会員を抱え、過去 2年年間で 1500 以上の授業をオンライ

ン上で無料料開講してきた。録画を“⾒見見るだけ”の  e-‐‑‒ラーニングと違って、受講⽣生や先⽣生との



『コミュニケーションが⽣生まれる』ことが特徴。年年齢・住まい・職業等、異異なる背景や価

値観を持っている⼈人達が、学びを軸にリアルタイムコミュニケーションを楽しみ、共に『終

わらない学⽣生⽣生活』を満喫する。  

  

  

  

■  会社概要：株式会社スクー  

会社名：株式会社スクー  

事業内容：「WEB  に誕⽣生した、学校の新しいカタチ」schoo  WEB-‐‑‒campus の運営  

資本⾦金金：1億 7300 万円（資本準備⾦金金含む）  

設⽴立立⽇日：2011 年年 10 ⽉月 3 ⽇日  

代表者：森健志郎郎(代表取締役社⻑⾧長)  

主要株主：森健志郎郎（代表取締役社⻑⾧長）、伊藤忠テクノロジーベンチャーズ  

従業員平均年年齢：27 歳  



  
  

  

■  経済産業省省・担当  

経済産業省省商務情報政策局  メディア・コンテンツ課  

  

  

■	 取材・プレスリリースに関しまして  

代表へのインタビュー、当⽇日の現場取材など、喜んでお受けいたします。  

取材に関しては、下記までご連絡ください。  

info@schoo.jp  /  TEL:03-‐‑‒6455-‐‑‒1680  (担当:⽥田中）  


